
1 新たなモバイルサービスの展開が特に期待される分野 

（１）スポーツ（フィットネス等） （２）エンターテインメント 
  （ゲーム、観光等） 

（３）オフィス／ワークプレイス 

（４）医療（健康、介護） （５）スマートハウス／ライフ 
  （日用品、通信等） 

（６）小売り（金融、決済） 

（７）農林水産業 （８）スマートシティ／スマートエリア 
  （施工管理・メンテナンス等） 

（９）交通（移動、物流等） 

♪ 

●５ＧやＩＴＳに加えて、ＩｏＴ、ＡＩ、ビッグデータ等のＩＣＴをフル活用することで、次のような分野で 
 新たなサービスやビジネスの創出が期待される 
●分野毎の具体的なサービスイメージや波及効果について考察 

参考資料 モＴＦ７－１ 



プロジェクトの推進による新たなモバイルサービス実現、波及効果等 

農林水産業 

交通 
（移動、物流等） 

ｽﾏｰﾄｼﾃｨ/ｽﾏｰﾄｴﾘｱ 
（施工管理・ﾒﾝﾃﾅﾝｽ等） 

エンタメ 
（ｹﾞｰﾑ、観光等） 

医療 
（健康、介護） 

ｽﾎﾟｰﾂ 
（ﾌｨｯﾄﾈｽ等） 

ｵﾌｨｽ／ﾜｰｸﾌﾟﾚｲｽ 

小売 
（金融、決済） 

ｽﾏｰﾄﾊｳｽ／ﾗｲﾌ 
（日用品、通信等） 

次世代ＩＴＳ 

プロジェクト 

ｳﾙﾄﾗﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ 

プロジェクト 

ワイヤレスIoT 

プロジェクト 

分野間のデータ流通・活用等を通じて、新産業・新サービスの創出及び我が国が抱える課題の解決に寄与 

推進に当たっての基本コンセプト 

●我が国企業等の国際競争力強化に 
 資する「競争」と「協調」の戦略 
●ユーザの支持を得るためにも、 
 ユーザのアイデアを積極的に活用 
●ICT以外の産業分野との戦略的な 
 パートナーシップ構築 
●成長及び課題解決に寄与する 
 「ジャパンモデル」として国際展開 
●データの利活用と新たな価値の創造 
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  (1)スポーツ（フィットネス等） 
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５Ｇによって、 
 チケット購入・売店利用のオンライン化、

リアルタイム動画配信が進み、スタジ
アム内がつながる。 

 各種スポーツにおいて審判を補う。 

スポーツ分野における５Gの利活用イメージ 

http://www.hawkeye
innovations.co.uk/ 

 スポーツ市場のウェアラブル端末が
増加。運動中のやりとりが可能となり、
運動管理が容易に。 

 バーチャル空間でのフィットネスが可
能に。 

gym-bot 

http://wembley.ee.co.uk/ 

ミズノ「SCOUTER(スカウター)」 アシックスのウェアラブル端末 



実世界 

センシング 

通信網 

ビッグデータ 

制御・提示 

利活用サービス 

スポーツ関連データ 
（リアルタイムから過去データまで） 

選手 審判 

施設・ 
試合現場 

監督・コーチ 
・トレーナー 

スタッツ情報 
収集センサ 

進捗提示・戦術指示 

観戦用付加情報提示 

トレーニング設備制御 

選手育成支援・ 
試合戦術支援 

スポーツのための 
５ＧのＩｏＴ利用 

スポーツのための５ＧのＩｏＴ利用 

管理システム 
との間の通信 

放映・ 
報道媒体 

試合施設・練習施設 
・会場周辺センサ 

各センサ・選手・ 
関係者・観客等の 
間の通信 

競技団体・ 
運営組織 

選手動作センサ 

気象・環境センサ 

観戦支援 

判定支援 

観客 

判定支援・情報提示 

観客状況センサ・ 
観客所持端末 
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6 スポーツ分野における経済効果 

• スポーツ観戦の分野でAR等スタジアムにおける観戦経験の向上等で2373億円 
 スタジアムのICT化による上質な観戦経験ができることで、チケット代が上がるのと同等の価値が創出さ

れるとして、その価値を映画館における通常⇒4D等の違いとする。（1800円⇒+800円で1.44倍程度） 
 また、CRM的な要素が増えることで、観戦回数も1.2倍になるとする。 

 CRMを精力的に実施している千葉ロッテマリーンズのスタジアムでの観戦回数を他球団と比較 

1.44倍⇒17,731円 

32,408円⇒37,864円 

5903億円×37,864/32,408×1.2 
=8276億円 
⇒+2373億円 

2015年スポーツマーケティング基礎調査（マクロミル） 

出所）http://globis.jp/article/2143 
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  (2)エンターテインメント（ゲーム、観光等） 
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５Ｇによって、 
 どこでも超臨場感／超没入感を楽しめるユーザ

体験を実現（スポーツ、音楽イベント、遊園地、
テーマパーク 等） 

 全ての学校にICT教材が導入され、五感を使っ
た体験型授業が増加。 

エンタメ分野における５Gの利活用イメージ 

遠隔のイベント会場で、参加者のらっせーらー
という声のボリュームや拍手などにより、ねぶた
がまわったり、光がついたりする 

青森 
（本会場） 

東京 
（遠隔会場） スーパー 

リアルライブ中継 

ウェアラブルを含む全てのデバイスが 
５Ｇでつながり、ワイヤレスに 

http://www.smartschoolonline.in/ 

http://www.nebuta.jp/ 

MWC2016の様子 http://www.gizmodo.jp/ 

http://natalie.mu/music 



実世界 

センシング 

通信網 

ビッグデータ 

制御・提示 

利活用サービス 

超臨場感映像 
エンタテインメント 

のための 
５Ｇの利用 

超臨場感映像エンターテインメントのための５Ｇの利用 
撮影・被写体情報伝送 

被写体 
（出演者・人物 
・街・自然・物体 
・ステージ・スポーツ） 

制作者 

撮影 
（多視点・全方位） 

視聴者 

視聴者情報 
（状態・行動） 

視聴者情報伝送 

コンテンツ制作・合成・蓄積 

配信 
（多情報同時 
・同期） 

超臨場感視聴環境 
（ＶＲ・ＡＲ・全天周） 
移動中受信 
カスタマイズ視聴 

配信者 

視聴者 

５Ｇ含む通信 

５Ｇ含む通信 
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10 エンタメにおける経済効果 

• 誰でも（小規模店舗等）簡単に導入・利用できる翻訳ツールが広く普及することによ
る訪日外国人対応が進むことによる効果⇒2157億円、デジタルサイネージの整備等
によるインバウンドへの効果⇒366億円で観光関連合計2523億円 

• スマート教育導入による2020年の規模3230億円 

 観光関連合計 
⇒2523億円 

観光関連：クラウド等を利用したリアルタイム翻訳ツール 
 外国人旅行者が最も困ったこととして「コミュニケーション」を上げている割合は17.5%（観光庁調査） 
 DBJによると、「日本の免税制度がもしわかりやすかったら・使い勝手がよかったらもっと買い物をしていた」は34% 
⇒この数値を言語等の壁がなかりせばより消費等をしてくれたはずの外国人の割合とする 

 訪日外国人の平均買い物消費額は56,920円（飲食費は30,964円） 
 接客・表示等の多言語化を進めることで、消費意欲の高い利用者（34%）は3割程度追加で消費を
行うとする。 
また、言語に困った17.5%は買い物や飲食を半分程度しかしていなかったと仮定すると、 

 34%×56,920円×3割×2000万人⇒1161億円／年間 
 17.5%×56,920円÷2×2000万人⇒996億円／年間    合計2157億円 

観光関連：サイネージによる効果 
 訪日外国人によるお土産等の消費支出が増える。訪日外国人の平均買い物消費額は56920円。滞在中に
サイネージのようなものに影響を受ける人の割合としてフリーペーパー等を参考にした人の割合は4.8% 
（いずれも訪日外国人消費動向調査平成26年10-12月期より） 

 56920円×1341万人×4.8%⇒366億円（2014年訪日外国人数1341万とした） 

教育：スマート教育導入による効果 
 タブレットやデジタル教材などの従来の学びスタイルのICT化⇒ハードウェア1590億円、ソフトウェア990億円 
 さらに、デジタル化により実施可能となるような「課題解決型」「個別対応型」教材⇒650億円 
⇒合計3230億円 
https://www.nri.com/jp/event/mediaforum/2013/pdf/forum202.pdf 

 教育関連 
⇒3230億円 
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  (3) オフィス/ワークプレイス 



12 オフィス/ワークプレイス分野における５Gの利活用イメージ 

• 不良品の検出や製品の分別
を瞬時に行う 

• 工場内の設備を全て５Gで接

続し、リアルタイムな制御や
メンテナンスを可能に 

• 多量のデータも瞬時に共有 
• 離れた場所からもバーチャルな空間にて

会議を実施 

http://www.advantech.eu/ 

「ハンガー・ゲーム」より 



実世界 

センシング 

通信網 

ビッグデータ 

制御・提示 

利活用サービス 

製造・品質・受発注・部品・設計 
データ 

作業進捗センサ 
（作業場） 

製造機械センサ 
（ロボット・製造機械・器具 
・検査機器） 

製造機械 

製品・部品 
・副資材 

作業場 

作業員 

製品・部品センサ 
（製品・部品） 

進捗提示・作業指示 
作業者支援 

納入・搬出指示 
受発注支援 

製造機械・ロボットの 
自動運転・操作支援 

製造管理 
・品質管理 
・受発注管理 
・自動製造 
・製造支援 

製造のための 
５ＧのＩｏＴ利用 

製造のための５ＧのＩｏＴ利用 

管理システム 

倉庫・ 
搬入・搬出車 

物流センサ 
（搬入・搬出車両・物品） 

製造機械・センサ 
・作業者・作業場 
・部品・製品 
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14 オフィス/ワークプレイス分野における経済効果 

• 製造業におけるオペレーションの最適化、在庫効率化、人件費効率化の合計は約13.4兆円 

合計 
⇒13.4兆円 

分野 推計ロジック、バックデータ （兆円） 

オペレーショ
ン最適化 

Mckinseyのレポート「Unlocking the potential of the IoT 」において、Factoryにおけるオペレーショ
ン効率化による効果は6330億ドル（保守ケース）。World Bank Indicator等により、日本の製造業
の付加価値世界シェアは10％として、 
6330億ドル×10%×（為替119円）⇒7.5兆円 

7.5 

在庫効率化 

Mckinseyのレポート「Unlocking the potential of the IoT 」において、Factoryにおける在庫効率化
による効果は980億ドル（保守ケース）。World Bank Indicator等により、日本の製造業の付加価
値世界シェアは10％として、 
980億ドル×10%×（為替119円）⇒1.2兆円 

1.2 

メンテナンス
による人件
費効率化 

NRI 「ICT 分野の革新が我が国経済社会システムに及ぼす インパクトに係る調査研究（H24年
度総務省調査研究）」において、製造業におけるメンテナンスによる人件費効率化は4.73兆円 

4.7 
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  (4)医療（健康、介護） 



16 医療分野における５Gの利活用イメージ 

遠隔地から手術が可能になり 
患者さんの負担軽減、医療の均質化が実現 

• ウェアラブルデバイスで患者さんのバイタル等
を瞬時に測定 

• 取得したデータを即時にカルテに反映・共有 

http://www.intuitivesurgical.com/ 

http://evenamed.com/ 
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実世界 

センシング 

通信網 

ビッグデータ 

制御・提示 

利活用サービス 

データ＝センシング＋蓄積情報の連携 
データ解析＝健康情報分析人工知能 Ｍ２Ｍ 

インターネット 

分析結果 
提示 

モバイル 
センサ 

ウェアラブル 
センサ 

インボディ 
センサ 

ステーショナル 
センサ 

人間 
（体） 

自然 
環境 

人工環境 
（施設・車・住宅） 

医療支援 
情報提示 

健康支援 
情報提示 

健康支援 
情報サービス 

高齢者支援 
情報サービス 

健康サービスのための 
５ＧのＩｏＴ利用 
（ヘルスケアＩｏＴ） 

＜センシング項目＞ 
心拍 心電 
血圧 血流 血糖 
活動量 
脳波 肌 
行動 など 

医療支援 
情報サービス 

高齢者支援 
情報提示 

行政支援 
情報提示 

健康サービスのための５ＧのＩｏＴ利用 
17 



18 医療分野における経済効果 

• 新たな予防サービス市場の拡大、予防サービスによる生活習慣病等低減による医

療費削減、健康寿命延伸にともなる介護軽減で合計5.5兆円 

分野 推計ロジック、バックデータ （兆円） 

医療・健康 

新たな予防サービス市場
拡大 

厚生労働省等における調査。4兆円の市場創出 
http://www5.cao.go.jp/keizai-shimon/kaigi/special/kenko/150909/shiryo_03a.pdf 4 

予防サービスに伴う生活習
慣病等低減による医療費
削減効果 

厚生労働省等における調査。1兆円の医療費の削減 
http://www5.cao.go.jp/keizai-shimon/kaigi/special/kenko/150909/shiryo_03a.pdf 1 

健康寿命延伸に伴う介護
軽減 

厚生労働省等における調査。10年間合計で5兆円とされている。要介護2以上の
一部が減るとして5291億円 
http://tokuteikenshin-hokensidou.jp/news/2015/004028.php 

0.5 
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  (5)スマートハウス／ライフ 
       (日用品、通信等)  



20 スマートハウス／ライフ分野における５Gの利活用イメージ 

• 行動様式を判断して、暮らしをサポート 
• 新しいコミュニケーションスタイルの登場 

• 冷蔵庫の中身からレシピを判断 
• 足りない食材は自動で調達 

http://www.samsung.com/global/business/led/ 

http://www.kotech-eg.com/ 

https://www.corning.com 



実世界 

センシング 

通信網 

ビッグデータ 

制御・提示 

医療・健康・美容 
・高齢者支援向け 
管理サービス  

食品管理・ 
販売サービス 

ユーザー   

利活用サービス 

ＩｏＴ 
冷蔵庫 

データ解析： 
食品管理人工知能 
健康管理人工知能 

Ｍ２Ｍ 

インターネット 

食品宅配 情報表示 
スマホなど 

農業・水産業者 
食品加工業者 
宅配業者 

冷蔵庫内 
食品   

医療・健康・美容・ 
高齢者支援事業者 
生命保険・健康保険 

出し入れ 
飲食消費・廃棄 

現物確認   

取出確認 
入庫確認 
在庫確認   

食品在庫 
センサ 

時価総額を生む 

利益を生む 

家庭食品流通における５ＧのＩｏＴ利用～もしもＩｏＴ冷蔵庫がタダで配られたら？～ 

家庭食品流通における 
５ＧのＩｏＴ利用 

（ＩｏＴ冷蔵庫による食品流通の革新） 

21 



22 スマートハウス／ライフ分野における経済効果 

• 家における各種の効果は下記のとおり1.9兆円 

分野 推計ロジック、バックデータ （兆円） 

スマート
ホーム 

Mckinseyのレポート「Unlocking the potential 
of the IoT 」においてHomeにおけるオペレー
ション効率化による効果は2000億ドル（保守
ケース）。World Bank Indicator等により、日本
のGDPの世界に対する割合を8%として、 
2000億ドル×8%×（為替1ドル=120円）⇒1.9
兆円 

1.9 
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  (6)小売（金融、決済）  
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５Ｇによって、 
 電子決済が普及し、支払いの無人化、ショップスタッフはサービス

の提供に特化。 
 スマートフォンがキャッシュカード等の役割を果たし、カードレス、

ペーパーレスに。 

小売分野における５Gの利活用イメージ 

日立モバイル型キャッシュカード 

Pay Tango 

http://www.apple.com/ 



実世界 

センシング 

通信網 

ビッグデータ 

制御・提示 

利活用サービス 

買物・決済・金融 
のための 

５ＧのＩｏＴ利用 

買物・決済・金融のための５ＧのＩｏＴ利用 

商品・在庫 

消費者 

物流設備 
（車など） 

店舗・店員 

決済端末 
スマホ 
・カード・財布 

商品・在庫状況 
物流状況 
店舗・店員状況 

消費者情報・状況 
・購買情報・ 
・決済手段・状況 
（スマホ・カード・財布） 

店舗・商品・消費者 

決済関連業者 

決済サービス 

商品・在庫・物流・価格情報 

消費者・購買情報・信用・決済情報 

店舗・店員情報 

決済付加サービス 
（ポイント・クーポン 
キャンペーン・推薦） 

販売支援サービス 
（マーケティング） 

店舗端末表示 
（レジ・タブレット） 

消費者端末表示 
（スマホ・ウェアラブル） 

決済関連業者 

店舗・消費者 

５Ｇ含む通信 

５Ｇ含む通信 

25 



26 小売分野における経済効果 

• 流通業（ショッピング関連）における販売促進効率化、発注量最適化による効果は合計1.2兆円*1 
また、自動チェックアウト、リアルタイム販促等の効果は2.3兆円*2 

流通関連合計

⇒3.5兆円 

*1 :NRI 「ICT 分野の革新が我が国経済社会システムに及ぼす インパクトに係る調査研究（H24年度総務省調査研究）」 

内容 推計方法 効果 備考 

販売
促進
効率
化*1 

自販機の POS データと 
他のデータの 組 み 合 
わ せ 分析 

事例での売上向上効果を国内全自動販売機 にも該当するとして拡大推計した。 
 • 全自販機での効果=①国内全飲料自販機台 数×②1 台当たり売上×③事例での売上
向上 効果 
 • ①214.7 万台×②88 万円×③5%=1,014 億 円（ ①、②は備考参照 ） 
 ③：事例での売上増（2009-2010）8%-市場全 体での売上増 3%=5% ※事例での売上増加
分から市場全体での売 上増加分を差し引くことで単独での効果 とした。  

1,014 億円 ①、②：一般社団法人 日本自動販
売機工業 会より算出  

流通チェーン への 
POS データ分析による 
レジ クーポ ン配信  

事例では、国内食品売上規模の 5 割を網羅し ており、この事例の規模をここでは算出す
る。 
 • 効果推計額＝①年間リーチレジ通過者×②クーポン発行率×③クーポン利用率×④
客単価 向上額 
 • ①33.8 億人×②10%×③10%×④1000 円 =338 億円  

338 億円 ①、④は事例より NRI 推計 ③導入
企業事例より設 定 ②は NRI 設定 

食料品スーパー で の 
顧 客 購買データ分 析
によ るレジ クーポン配
信 

事例での売上向上効果が、同社の加盟店と同 業界の食料品スーパー全体に該当すると
し て、拡大推計した。 
• 売上向上効果＝①食料品スーパーの年間販 売額×②事例での売上向上効果 
• 170,843 億円×5.0%＝8,542 億円 

8,542 億円 ①は平成 19 年商業統 計における、
「食料品スーパー」の年間販売額  

発注
量最
適化 
*1 

アパレル製造 小 売 で 
の 店 舗売上・発注
データ分析に よる発
注量最 適化 

 事例での売上向上効果が、同業界の衣料品スーパー全体に該当するとして、拡大推計
した。 
 • 売上向上効果=①衣料品スーパー販売額×② 事例での売上向上効果 • 16,776 億円
×1.8%＝302 億円 

302 億円 ①は平成 19 年商業統 計における、
「衣料品スーパー」年間販売額  

100 円シ ョッ プ で の 
POS データ分析に よる
発注量予 測  

事例の売上高利益率の向上効果が、類似業 種「その他の各種商品小売業（従業者が常
時 50 人未満）」に該当するとして、拡大推計した。 
 • 売上向上効果=①その他の各種商品小売業 （従業者が常時 50 人未満）の年間販売額
×② 事例の売上向上効果 • ①4,972 億円×②12.6%＝628 億円 
• ①は備考参照  
• ②は事例の2012年の売上と、それが100円シ ョップ売上平均と同等であった場合の売
上と比較し、その上昇分を向上効果としている。  

628 億円 ①は平成 19 年商業統 計における、
その他の 各種商品小売業（従業 者
が常時 50 人未満）」 年間販売額 

食 品 製 造 小 売 に お 
け る POS データ 分析
による販 売予測 

事例での売上向上効果が、類似業種と考えられる菓子・パン製造小売り、料理品小売業
全体 に該当するとして、拡大推計した。 
 • 売上向上効果＝①類似業種全販売額×②事 例での売上向上効果 • 
 35,274 億円×2%=705 億円 

705 億円 ①は平成 19 年商業統 計における、
「菓子小売 業（製造小売り）」、「パ 
ン 小 売 業 （ 製 造 小 売）」、「料理
品小売業」 の年間販売額の合計 

自動チェックアウト、リアルタイム
販促 

Mckinseyのレポート*2、Retailにおける自動チェックアウト、リアルタイムプロモーション等
の効果は合計2390億ドル（保守ケース）。日本のGDPの世界シェアは8％として、 
2390億ドル×8%×（為替119円）⇒2.3兆円 

2.3兆円 *2：「Unlocking the potential of the 
IoT 」 
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  (7)農林水産業 



28 農林水産業分野における５Gの利活用イメージ 

• 生育状態、気候、市場状況まで全ての
情報を統合して高効率な農業を実現 

• ドローンや無人農機を５Gで制御し、人手
要らずの農業に 

http://www.gemalto.com/ 

http://www.drone-air.com/agricultural-drones-using-uavs-
precision-farming/ 

"BoniRob" 



実世界 

センシング 

通信網 

ビッグデータ 

制御・提示 

利活用サービス 

データ＝センシング＋結果業績の連携 
データ解析＝農業経営人工知能 Ｍ２Ｍ 

インターネット 

計画提示・ 
作業指示 

生育センサ 
（苗・株・木・花・実・根の 
形状・糖度・旨み・傷） 

土壌センサ 
（成分・水分・温度） 

気象センサ 
（気温・湿度・降水 
      ・日照・風量） 

作業センサ 
（行動・位置・機器動作） 

農作物 

農場 
・環境 

農機 
・機具 

農業資材・水 
・種苗・エネルギー 

農業 
従事者 

被害センサ 
（病害虫/鳥 
      ・不審者/物） 

受発注・ 
広報宣伝 

出荷・販売 農作業自動 
運転・実行 

農業生産性 
向上サービス 
 
 ・収穫率向上 
 ・ムダ削減 
 ・被害防止 

品質・価値 
向上サービス 

市場・消費者 
流通・加工業者 

市場・消費情報 
（市況・需要供給 
    ・評価・消費者） 

農業のための 
５ＧのＩｏＴ利用 
（農業ＩｏＴ） 

農業のための５ＧのＩｏＴ利用 
29 



30 農林水産業分野における経済効果 

• 品質向上による単価の向上、生産効率向上による削減効果は合計で4268.2億円 
– 完全な自動化ではなく、センシングやビッグデータ活用による品質向上や効率化における効果 

出所）NRI 「ICT 分野の革新が我が国経済社会システムに及ぼす インパクトに係る調査研究（H24年度総務省調査研究）」 

 センシングやビッグデータ活用等
による稲作における効果 
⇒3968.2億円 

 センシングやビッグデータ活用に
よる生産効率向上によるコスト削
減効果はレタスで4億円（売上の
1%） 
⇒野菜等の生産額全体（3兆円）

にこの割合を乗じて300億円 
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  (8)スマートシティ/スマートエリア 
(施工管理・メンテナンス等) 



32 スマートシティ/スマートエリア分野における５Gの利活用イメージ 

• 街中の交通情報が共有され、渋滞
の解消される世界 

• エネルギーが効率よく分配され、環
境に優しい街 

https://www.urbanengines.com/ 

• ドローンや電子タグを用いて、施工
前から施工後まで一体的に品質管
理。工程管理から施工後の維持管
理まで。 



実世界 

センシング 

通信網 

ビッグデータ 

制御・提示 

利活用サービス 

データ＝設計＋センシング＋過去累積情報 
     ＋維持管理情報の連携 
データ解析＝建設・土木作業進捗把握 
     ・業務分析 

作業進捗センサ 
（建設機械・器具・建設物・資材 
の状況・位置）（ドローン等） 

地形・土壌・気象センサ 
（３Ｄ地形・成分・水分・気温・湿度 
・降水・日照・風向風速） 

部材センサ 
（建設部材の位置・状況） 

作業者センサ 
（行動・位置・作業・安全・健康） 
（ウェアラブル等） 

建設物 
 
建設地 
・環境 

建設機械 
・機具 

部材・資材 
・水・エネルギー 

建設 
従事者 

セキュリティセンサ 
（安全・防火・防犯・防災・ 
不審者/物） 

進捗提示・作業指示 
作業者支援 

納入・搬出指示 
受発注支援 

建設機械・ロボットの 
操作支援・自動運転 

建設・土木の 
「生産性向上」 
「品質・安全性向上」 
「新価値創造」 
のためのサービス 
 ・作業進捗見える化 
 ・部材供給最適化 
 ・移動最適化 
 ・作業手戻り防止 
 ・安全性向上 
 ・健康管理 

物流・部材業者・ 
設計・維持管理業者 

物流センサ 
（輸送・位置・納入・搬出） 

建設・土木 
のための 

５ＧのＩｏＴ利用 

建設・土木のための５ＧのＩｏＴ利用 
センサ・ロボット 
・建設機械・作業者 建設・土木 

管理システム 

33 



34 建設・土木における経済効果 

• 橋梁に限定した遠隔センシング等による予防保全の実施による効率化は 
合計2700億円 

 予防保全の実施による
橋梁更新費用の低減 
⇒2700億円 

出所）NRI 「ICT 分野の革新が我が国経済社会システムに及ぼす インパクトに係る調査研究（H24年度総務省調査研究）」 
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  (9)交通（移動、物流等） 



36 

５Ｇによって、 
 高速移動中の大容量通信を実現。 
 完全自動運転を実現し、モビリ

ティ・エンターテインメントが登場。 

交通分野における５Gの利活用イメージ 

超高速移動中に超高精細動画などを視聴 

電波政策２０２０懇談会・サービスＷＧ 
モバイルサービスＴＦ第2回説明資料より 

選手のパーソナ
ルデータをリア
ルタイムで表示!! 

会議に 
 参加 

360度 
ライブカメラ 

山間を走るリニアモーターカー 



実世界 

センシング 

通信網 

ビッグデータ 

制御・提示 

利活用サービス 

ダイナミックマップ・交通情報 
車両・運転情報 

自動車 
車内センサ 
（運転者状況・乗客） 

自動車 

運転手・乗客 

道路・設備 

歩行者・自転車等 

道路センサ 
（車両・歩行者 
・道路・交通状況） 

交通制御・ 
交通情報発信 

自動運転制御・ 
運転支援情報発信 

自動運転 
・運転支援 

自動車 
車外センサ 
（道路・他車両 
・歩行者・位置） 

自動運転 
のための 

５ＧのＩｏＴ利用 

自動運転のための５ＧのＩｏＴ利用 

インフラ 
・クラウド 

５Ｇを含む 
Ｖ２Ｘ通信 

交通監視・制御 

37 



38 交通分野における経済効果 

• 交通事故の低減、渋滞の低減、自動運転による運転時間有効活用、カーシェアリン

グ普及による経済効果は合計で21兆円 

分野 推計ロジック、バックデータ （兆
円） 

交通・移動等 

交通事故の低減 米シンクタンク「Eno Center」が第20回ITS世界会議で自律走行車の普及による米国における経済効果年間43兆ドルと発表。
日本の交通事故死亡者数は米国の15%程度のため、43兆ドル×15%×（為替119円）⇒7.7兆円 7.7 

交通渋滞の低減 国土交通省の調査、年間12兆円とされている 
http://www.mlit.go.jp/road/ir/ir-perform/h18/07.pdf 12 

運転時間の 
有効活用 

一般車両の稼働率は1日40分程度（日経ビジネスオンライン等）、全国で自家用車で通勤する人は2703万人、30%（仮
置）が自動運転化されるとして、その時間分の最低労働賃金（798円）が年間250日分創出されるとして、2703万
×30%×40分×250日×798円⇒1.1兆円 

1.1 

カーシェアリング関連 

総務省マルチプローブITS調査（2012）により、将来的に大都市を中心にカーシェアは7万台、利用者約175万人程度まで普及。 
・175万台分の需要減⇒買い替えサイクル約8年のため175万台÷8年⇒22万台/年、単価150万円⇒3300億円（マイナス） 
・カーシェア7万台分は買い替えサイクルが半分の4年として増加分が7万⇒2万台/年、単価150万円⇒300億円 
・駐車場の浮気分⇒175万-7万⇒168万台分、大都市として単価2万円/月として168万台×2万円×12ケ月⇒4030億円 
上記の加減により約0.1兆円 

0.1 
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